
大村市における 
認知症対策の取り組み 

大村市地域包括支援センター 



大村市 

 長崎県の中央に位置する 

 東には多良岳県立公園、
西には大村湾を望む自然
豊かな市 

 海上空港である長崎空港
があり長崎県の玄関口 

 県内で唯一人口増加がみ
られる市 

 市花「おおむらざくら」
八重桜を二段咲きをした
独特の花 

 市マスコットキャラク
ター「おむらんちゃん」 



大村市長寿介護課の体制 

介護予防チーム 

認知症初期集中支援チーム 

地域包括支援センター 

介護予防ケアマネジメント 

総合相談支援 

ケアマネジメント支援 

大村市福祉事務所 養護老人保護措置 

介護保険者 
（長寿介護課） 

保険給付・資格管理 

介護認定調査 



大村市の概況 

（平成２８年５月現在） 

大村市の人口  ９万４，８７２人 

高齢者人口 ２万１，７７５人 

高齢化率  ２３％ 

認知症有病者数推計 ３，２６６人 

MCI有病者数推計 ２，４０６人 



■認知症有病者数の推計 
 

■軽度認知症 有病者数の推計 
 

大村市の認知症対策の対象者 

認知症やMCIの疑いがある人は… 

５，６７２人 

平成２８年５月現在 



新オレンジプラン 大村市の認知症施策 

認知症の理解を深めるための普及・ 

啓発 
認知症サポーター養成講座・出前講座 

容態に応じた適時・適切な医療・介護
等の提供 

認知症ケアパスの作成・活用 
認知症初期集中支援チーム 

認知症支援リーダー養成研修 

若年性認知症施策の強化 認知症総合相談センター・障害者支援
社協との連携 

介護者への支援 認知症初期集中支援チーム 

認知症カフェ 

高齢者（認知症含む）にやさしい地域 

づくり 

包括的連携協定 協力事業所  

ネットワークつくり 

予防法・診断・治療・リハビリ・介護等 

の研究開発 

認知症の人やその家族の視点の重視 家族の会との協働（若年性認知症の
会） 

新オレンジプランと大村市の取り組み 



大村市における認知症施策の展開 

認知症総合相談センター確立 

認知症初期集中支援チーム設置 

認知症ケアパス作成普及啓発 

「認知症支援リーダー養成」実施 

高齢者に関する他機関との連携 

「認知症サポーター養成講座」推進 



認知症総合相談センターの開設 
認知症初期集中支援チームの設置 



大村市地域包括支援センターの中に 
「認知症の相談窓口」ができました 

  認知症 

総合相談センター 

• 認知症の相談を一元
的に受ける窓口です 

 認知症 

初期集中支援チーム 

• 認知症に関して、早
期診断・早期対応に
向けた支援体制を
つくることを目的とし
ています 状況に応じて 

初期集中支援チーム
が対応 

認知症の相談に関しての連絡先） ０９５７ ５３－８１４１ 



本人や家族 

地域住民 

地域の医療
機関 

ケアマネー
ジャー 

認
知
症
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 

地域包括支援センター 

認知症初期集中支援チーム 

主任ケアマネ 看護師 

認知症地域支援推進員 

認知症専門医（嘱託医） 

保健師・社会福祉士 

地域のケア体制 

本人や家族 

かかりつけ医 

介護サービス 

民生委員・ 

町内会 

※短期・集中的な支援が必要 

 なケースに対応 

※継続的な支援や見守りが必要なケース 

情報提供 

相談 

連携 

協働 

認
知
症
ケ
ア
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ス 

認
知
症
ケ
ア
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ス 

認知症総合相談センターの開設 
認知症初期集中支援チームの設置 



認知症初期集中支援チームの流れ 

 訪問支援対象者の把握 

 初回家庭訪問の実施 

 チーム員会議の開催 

  ～支援方針の決定～ 

 初期集中支援の実施 

   ～受診/介護サービスの推奨・誘導～ 

 初期集中支援の終了 

  ～引き継ぎ後のモニタリング～ 



相談などがあった場合の連絡先 

  大村市地域包括支援センター 
     

               連絡先：５３－８１４１ 
     

                ※24時間365日電話対応可 

 認知症総合相談センター (包括支援センター内) 

  ⇒ 認知症に関しての相談窓口 
         連絡先：５３－８１４１（包括と同じ）     



「認知症ケアパス」 



認知症ケアパスの内容 

認知症について（基礎知識や相談先等） 

認知症予防の10カ条（川柳） 

社会資源シート 認知症のレベル別 

社会資源シート 事業内容の説明 

社会資源シート 連絡先一覧 



認知症支援リーダー養成研修 



認知症支援リーダ養成研修について 

「認知症支援リーダー」とは… 

 “大村市”と“大村市医師会”が認定 

  する大村市独自の認定資格 

 

 

  

＜ 認知症支援リーダーの役割＞ 

かかりつけ医、認知症サポート医との連携強化 

市民からの認知症に関する相談対応力の強化 

その他、市および医師会が実施する認知症施策への協力  

今後の認知症対策の中心を担う人材育成の掘り起し 



大村市における「認知症支援リーダー」の位置づけ 

認知症サポート医 

or 
 

認知症相談医 

介護支援専門員(ケアマネジャー)        
地域包括支援センター 

各分野の専門職等                  

歯科医師会・歯科衛生士・ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・ 

薬剤師・ＭＳＷ・ＰＳＷ・看護師 

市民                                

認知症サポーター 

(市民・事業所・民生委員・老人クラブ・学校等) 

認知症支援リーダー 

受講対象者 

大村市医師会 医療機関 

認知症サポーター 

3年間で1万人目標 

Ｈ26・27年度 
認知症支援リーダー 

養成研修修了者【基礎】 
 ２２３名 （修了証交付） 

Ｈ27年度 
スキルアップ研修修了者 
116名（認定証交付済） 

H28年度【基礎】 
開催中 

受講者数 205名 



大村市認知症支援リーダー養成研修（基礎研修・スキルアップ研修） 
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伊崎脳神経外科内科 医師）伊崎 明 

• 「疾患・治療の基礎知識」   「検査の見方・治療薬」 

• 「地域ケア会議（相談～会議）」 ～ライブ形式～ 

中澤病院         医師）中澤 和嘉 

• 「BPSDについて」 ～講義＆ディスカッション形式～ 

山下外科医院      医師）山下 直宏 

• 「制度・ケア・連携」 

• 「地域ケア会議（相談～会議）」 ～ライブ形式～ 

うえき心療内科      医師）植木 健 

• 「制度・ケア・連携」 

• 「Drうえき Q＆A」 ～ディスカッション形式～ 

はら脳神経外科      医師）原 真弥 

• 「疾患・治療の基礎知識」   「検査の見方・治療薬」 

• 「BPSDについて」 

たなか循環器内科     医師）田中 協栄 

•今年度よりサポート医として活躍予定 

講師陣と講義内容  講師）認知症サポート医 



認知症支援リーダー養成研修(基礎研修)
受講者内訳 

平成26年度 認知症支援リーダー養成研修（基礎研修） 

•対象者   ・・・ 介護支援専門員 

•受講者数 ・・・ 100名  ※修了証交付者 

平成27年度 認知症支援リーダー養成研修（基礎研修） 

•対象者   ・・・ 薬剤師、社福、PSW、看護師、介護支援専門員 

•受講者数 ・・・ 123名  ※修了証交付者 

平成28年度 認知症支援リーダー養成研修（基礎研修） 

•対象者   ・・・ 歯科医師、薬剤師、PT・OT・ST、歯科衛生士、看護師、
社福、PSW、介護支援専門員 

•受講者数 ・・・ 205名  ※受講申込者数 



非常に良い 
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平成27年度 認知症支援リーダー 基礎研修の 

総合評価 
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満足度９０％ 



歯科医師 
14% 

歯科衛生士 
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13% 

OT 
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ST 
4% 

看護師等 
29% 

管理栄養士 
5% 

薬剤師 
2% 

PSW/SW 
5% 介護支援専門員 
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平成28年度基礎研修受講者内訳 



“認知症支援リーダー養成研修基礎研修課程を修了し、  

 大村市と大村市医師会から「修了証」を取得された者。 
 

 

 

 

 

平成27年度と28年度の で を 

受講すると… 

    



認知症支援リーダー養成研修 
(スキルアップ研修) 

基礎研修 

スキルアップ研修 

平成27年度 スキルアップ研修にて 
「認定証」交付を受けた方 
     ⇒ 161名交付 

今年度も実施予定！ 



支援リーダーが所属する事業所に 
ステッカーを配布 

＜スキルアップ研修＞ 
2年で2回受講したら、 

認定証交付 

平成２７年度 
スキルアップ研修修了し、 
「認定証」交付受けた人 

１１６名 





高齢者に関しての他機関との連携 



高齢者見守り協定締結一覧 

  セブン・イレブン（コンビニ） 

•協定締結日：平成27年3月30日 

•協定店舗 市内13店舗 

  生活協同組合ララコープ 

•協定締結日：平成27年5月29日 

•協定店舗 ： 店舗事業部・無店舗事業部 

  日本郵便局・簡易郵便局 

•協定日時：平成27年6月1日 

•協定局数： 14局、簡易郵便局3局計17局 

 長崎ヤクルト 大村エリア 

・協定日時 ： 平成27年8月26日 

・協定店舗 ： 販売配達員：39名 



大村市高齢社会総合対策ネットワークに 
       関する協定 (平成28年6月10日) 

高齢者の交通安全対策をはじめ犯罪被害や認知症 
見守り対策等、幅広い内容で連携強化を図る 

大村 
警察署 

大村市 



家庭のごみを、ゴミ収集場所まで出すことが困難な 
高齢者や障害の方等に対し、ふれあい収取を実施 
しています。(対象条件あり) 

  ※ご自宅玄関前等まで職員が直接ごみを取りに行き 
    あわせて見守り活動として声掛けを行います。 

 ふれあい収集を実施しています   

大村市環境センターへご相談下さい！ 

【お問合せ】 大村市環境センター ☎５４－３１００ 



認知症サポーター養成講座 



「認知症サポーター養成」について 

 ～「認知症サポーター」とは～ 
 認知症に関する正しい知識と理解を持ち、地域や職場で認知症の人やその家族に 
 対して、できる範囲での手助けをする人のことです。 
  

  

 ※国の認知症施策の中に「認知症サポーター養成」の推進が大きくうたってあります。 
  大村市も同様の考えのもと「認知症サポーター養成」を推奨しています。 

≪認知症サポーター養成講座≫ 
実施主体） 都道府県・市町村・職域団体等 
対象者 ） ＜住民＞自治体・老人クラブ・民生委員・家族会・防災防犯組織等 

   ＜職域＞企業・銀行等金融機関・消防・警察・スーパーマーケット 
      コンビニエンスストア・宅配業・公共交通機関等 
   ＜学校＞小中高等学校・教職員・PTA等 

＜連絡先＞ 
大村市地域包括支援センター     ５３－８１４１ 

                 ２０－７３０８ 



平成27年度 認知症サポーター養成講座 

                          平成 28年 4月 20日作成 

 

 

 

 

対象団体 対象者 受講人数 

事業者 各事業所および団体 929名 

一般市民 

町内会・老人クラブ等 

570名 

食生活改善推進員 

 次世代 高校生 57名 

平成 27年度サポーター養成講座 

受講人数 
1556名 

 



平成28年度認知症サポーター養成講座 

＜推進に向けてのテーマ＞ 

 次世代に向けてのアプローチ(人材育成) 

 

＜アプローチ先＞ 

■次世代へのアプローチ 

  ①小中学校関係 

  ②高校関係 大村城南高等学校(福祉系選択者) 

  ③各医療系大学および専門学校 

    ・活水女子大学 看護学部 

    ・長崎リハビリテーション学院 

    ・向陽学園 看護専攻科 

    ・大村市医師会看護専修高等学校 



 高齢者が住み慣れた地域で、 
 生活を継続できるようにするために、 
 介護・医療・予防・生活支援・住まい 
 を充実させるシステム。 

地域包括ケアシステム

地域決着型 




